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研究成果の概要（和文）： 

食料・農業・環境に関わる諸問題は, 相互に密接に関連しており, その根底には「リスク」が深く関与し
ている. このため, 食料・農業・環境に関わる諸問題の解決には, 「リスク」に対する理解が不可欠であ
る. 食料・農業・環境に潜むリスクには, どのようなものがあり, それらはどのように関連しており, さらに
どのような対応が可能なのか？本研究では, 学際的かつ国際的な視点からこれらの点について明ら
かにした.  
 
研究成果の概要（英文）： 
Various issues related to food, agriculture and the environment are connected closely and mutually. 
Risk management plays an essential role for solving these issues. Therefore, understanding of the risks 
is indispensable for the solution of various problems related to food, agriculture, and the environment. 
What kind of risks should be found in food, agriculture, and the environment? What type of relationship 
would exist among them? How can we cope with the risk? In this study, these points have been  
discussed from interdisciplinary and international perspectives. 
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１．研究開始当初の背景 
 

当時は, 食の安全安心に対する社会的関心
が高まり, 「農場から食卓までのリスク管理の徹
底を通じた食品の安全性の確保」が政策的にも
大きな課題になっていた. しかし, 人類の活動
で汚染された土壌・水資源環境で生産・収穫さ
れた食料資源を用いる限り, その後のリスク管理
を如何に徹底しても「食品の安全性」は実現され
ない. また, 食料の量的確保においては, 農
地・水資源利用が不可欠であるが, これら資源
の過剰利用・枯渇は新たな環境問題を生じる. 

こうした食料・農業・環境に潜むリスクの全体像と
その相互依存関係についてはほとんど解明され
ていなかった. また, これらのリスクへの対処の
実態についても, 全体像は整理されていなかっ
た.  
 
２．研究の目的 
 「環食不二」の新概念（環境と食料は分かち難
いという造語）を導入し, 「リスクを知る, リスクを
下げる, リスクに備える」をキーワードとして, 人
類の生存に不可欠な持続可能な環境保全型農
業と安全安心フードシステムの一体的実現を目
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指す新研究領域「食農資環リスク学」の創成が, 
本研究構想の最終的な目的である. 具体的な
研究目的は, (1)環境・食料リスクの相互依存関
係の実態解明, (2)農業生産活動による農薬残
留や地球温暖化効果ガスの排出等の環境・食
料リスクの評価手法の体系化, (3)環境・食料汚
染から市場不安定性まで多様なリスクを対象と
する農業リスクマネジメント理論・方法論の確立, 
(4)貿易自由化（FTA・EPA・TPP 等）に起因する
グローバルリスクの分析と制度設計, 等の幅広
い学際的テーマを, リスク視点から統一的に明
らかにすることである.  
 
３. 研究の方法 
 本研究の方法としては, (1)現地踏査・実態調
査, (2)アンケート調査・多変量解析, (3)計量経
済学的分析, (4)シミュレーション分析など多様な
方法を組み合わせて用いる. 現地踏査・実態調
査や(2)アンケート調査・多変量解析では, 主に
東アジアおよびＥＵを対象とする. 計量経済学
的分析やシミュレーション分析では, 全世界から
日本まで多様な次元を対象とする.  
 
４. 研究成果 
 本研究の成果は, (1)食料・農業・環境リスクの
全体像と相互依存, (2)農業リスクとその管理, (3)
東アジアにおける食品リスクとその管理の３つの
分野に大別できる. 以下では, 各分野に分けて, 
研究成果を紹介する.  
 
(1)食料・農業・環境リスクの全体像と相互依存 
 この分野の主な成果は, 南石晃明[編著]『食
料・農業･環境とリスク』（農林統計協会, 2011
年）として公表済みであるが, その概要は, 対象
とするリスクの内容に応じて, 以下の３部から構
成される. 第１部「国際食料需給変動リスクと食
料安全保障」は, 食料不足のリスクや食料価格
高騰のリスクなど主に食料の入手可能性に関わ
る食料需給リスクを主な対象とした成果である
（図１）. ただし, 食料需給リスクは, 長期的に見
れば地球温暖化など広義の環境リスクとも密接
に関連している.  

第２部「自然・社会経済環境の変動と農業リス
クマネジメント」は, 主に農業リスクを対象にして
いる. ただし, 地球温暖化などの気候変動や異
常気象を含む気象変動などは, 広義の環境リス
クでもある. さらに, 農業生産に伴う水質や土壌
の汚染などは環境リスクでもある. 第３部「食料・
環境リスクとその対応―GAP とトレーサビリティを
中心として―」は, 食料汚染リスクへの対応策で
ある適正農業規範 GAP や食品トレーサビリティ
を主な対象としている. 具体的には, こうした対
応策に対する農業者・加工業者・流通業者・消
費者の意識解明を行っている. ただし, 水質汚
染は, 食料汚染の原因の一つでもあり, このた
め, 環境リスクとの関連も深い. また, GAP に対
する農業者の取組は, 農業リスクマネジメントの

一環として位置づけることもできる. このため, 
第３部は, 第２部の農業リスクとの関連もある.  
 

図１ 食料・農業・環境リスクの関連 
 

第 1 部「国際食料需給変動リスクと食料安全
保障」は, 食料需給変動リスクと食料安全保障
に関わる４つの成果から構成されている. ①コメ, 
コムギ, コーン, ダイズなど主要穀物を対象とし
て, 食料価格高騰なども含めて世界食料需給
変動の現状とその要因について考察を行ってい
る. ②環太平洋戦略的経済連携協定（TPP）を
はじめとする貿易自由化が国際的に見た需給
ひっ迫リスクを増大させる可能性があること, コメ
を対象に明らかにしている. ③国産農産物の競
合品は, 輸入農産物よりもむしろ輸入加工食品
（半製品）であることが明らかにされている. ④世
界の食料需給に大きな影響を与える要因として
気候変動を取り上げ, IPCC (気候変動に関する
政府間パネル)の社会経済シナリオに基づいた
分析を行い, コメやダイズの食料需給リスクが大
きいことを示唆している.  
 第２部「自然・社会経済環境の変動と農業リス
クマネジメント」では, 農業経営の環境変化とリス
クマネジメントに関する８つの成果から構成され
ている. ⑤気候変動が世界農業や日本農業に
及ぼす影響を概観すると共に, リスクマネジメン
トの視点から気候変動に伴う農業リスクの推定と
意思決定支援システムについて考察している. 
⑥天候リスクマネジメント手法の一つとして注目
されている天候デリバティブを取り上げ, その考
え方, 研究開発動向, さらに農業経営に導入す
る際の課題について考察を行っている. ⑦農産
物価格リスクを経営体の外部へ移転させる産業
インフラである農産物先物市場を取り上げ, そ
の仕組みと機能について歴史的形成過程も含
めて概観している. ⑧大規模水稲・麦類・大豆
作経営を対象として, 政策変化の確率（すなわ
ち政策変更のリスク）が, 麦類, 大豆作の収益
性に与える影響の分析方法を提示し, 具体的な
データを用いた検討を加えている.  
 以上第２部前半では, 農業経営を取り巻く経
営環境の変動リスクに焦点をあてている. これに
対して, 第２部後半では, 農業経営自体のリスク
に着目している. ⑨農業分野における信用リス
ク評価の困難性について考察すると共に, 農業



 

 

者の信用力の評価手法の最新動向について概
説している. ⑩生産計画が内包する財務リスク
の評価手法を提示すると共に, 長期的な視点か
らの生産計画と財務リスクの評価の必要性が高
い果樹作経営の意思決定問題に適用し, その
有効性を検証している. ⑪近年注目されている
企業の農業参入に着目し, 参入企業の農業リス
クに対する参入前後の認識の変化を明らかにし
ている. ⑫農業生産が環境に及ぼす影響に着
目して, 農業生産に伴う地球温暖化ガス排出も
含めて, 環境リスクとその管理指標に関する最
新研究動向のレビューを行うと共に, 農薬使用
に伴う環境リスクの評価指標を提案し, これを経
済性指標と統合化する手法を提示している.  
 第３部「食料・環境リスクとその対応―GAP とト
レーサビリティを中心として―」は, 食料・環境リ
スクに対処する方策として近年取り組みが進ん
でいる適正農業規範 GAP と食品トレーサビリテ
ィに関する４つの成果から構成されている. ⑬業
務・加工用フード・チェーンにおける安全衛生面
からの課題を明らかにする共に, 現地で開発さ
れた GAP・トレーサビリティー・システムの特徴に
ついて考察を加えている. ⑭食品安全性リスク
に対して有力な対処方法の一つと考えられてい
るトレーサビリティシステムについて, 青果物お
よびその簡易な加工品の流通を念頭に, 導入
の有効性と課題について検討している. ⑮安全
衛生管理に関する作業役割分担・責任体制の
実態および GAP 導入に伴う記帳保管の実態お
よび問題点を明らかにし, GAP 導入が軌道にの
るための今後の課題を考察している. ⑯水産物
の安全性に対する生産者と消費者の認識を明
らかにすると共に,  GAP 認証水産物に対する
消費者の購入意思の分析を行っている.  
 
（２）農業リスクとその管理 

この分野の主な成果は, 南石晃明[著]『農業
におけるリスクと情報のマネジメント』（農林統計
協会, 2011 年）として公表済みであるが, その概
要は以下の通りである. 成果（①～⑯）は, 対象
とするリスクの内容に応じて, 以下の３部から構
成される.  
 第１部「農業におけるリスクと意思決定」は, 第
２部および第３部の基礎であり, 本成果の基本
的な考え方, 農業におけるリスクと意思決定の
基礎概念や実態について, 述べている. ①農
業生産の特徴, 農業経営管理の領域と過程, 
経営管理とリスクや情報の関連について, 体系
的な解説を行っている. ②不確実性, リスク, リ
スク選好といった概念について述べた後, 農業
リスクの種類と源泉について多角的に吟味して
いる. ③全国調査の結果を踏まえて農業者の主
観的リスクの実態について述べると共に, JA グ
ループによる営農リスク分析などの活動を紹介
している（図２）. ④営農現場におけるリスク管理
の実際, そして農業リスクマネジメントの公的支
援について述べている. ⑤リスクを考慮した営

農計画モデルの基礎概念とその応用について
紹介している.  

図２ 営農リスクの影響程度と発生頻度（日本） 
出典：アンケート調査結果（n=666） 
 

第２部「農業生産管理におけるリスクと情報の
マネジメント」では, 日々の農作業を主な対象と
して, リスクマネジメントの考え方と情報通信技
術の活用可能について論じている. ⑥農場リス
クマネジメントの方法として GAP（適正農業規
範）を位置づけ, その概要について概観すると
共に, 我が国における GAP の実態と課題につ
いて検討を行っている. ⑦農場リスクマネジメン
トにおける農作業情報記録の重要性について
述べると共に, GAP 導入支援システム, 農作業
情報の自動収集と可視化, 営農情報の可視化
と農業技術継承など, 情報通信技術を活用した
農場マネジメントについて最新の研究成果を紹
介している. ⑧農薬誤使用リスクに対処するた
め, 農薬適正使用支援のための手順と情報シス
テムを提案し, その有効性について論じている. 
⑨システムの現地実証試験の概要と運用に向け
ての課題を述べている. ⑩「降雨による農作可
能時間変動リスクの推定」では, 主要な農業リス
クの代表例である気象リスクを対象として, その
推定方法を提案しその有効性について吟味し
ている.  
 第３部「農業経営意思決定におけるリスクと情
報のマネジメント」では, 中長期の経営判断を対
象として, 支援システムの考え方, 機能, 構造, 
応用例について, リスクマネジメントの視点から
論じている. ⑪営農指標と営農計画の関連, 農
業技術体系データと営農計画の関連など営農
計画の基礎について概説すると共に, システム
の機能や操作について概説している. ⑫多様な



 

 

リスクと多様な目標を同時に考慮した営農計画
を作成するための基礎概念と手法を提案すると
共に, システムの機能と活用例について考察を
行っている. ⑬営農計画支援システムの利用者
の予備知識, 経験, 研修内容が, システムの評
価にどのように影響するかを論じている. ⑭生産
計画と財務計画を統合化した財務リスク推定手
法について提案すると共に, その経営計画・経
営診断における意義と課題について吟味してい
る. ⑮気象変動に起因する農作可能時間変動リ
スクが, 土地利用型農業経営の適正規模にど
のような影響を及ぼすか実証的な分析を行って
いる. ⑯冷害を対象として, 気温変動リスクへの
経営対応の実態や冷害対策技術の有効性につ
いて概説すると共に, 冷害リスクのマネジメントと
対応営農計画について, 基本的な考え方を述
べている.  
 
（３）東アジアにおける食品リスクとその管理 

この分野の主な成果は, 南石晃明[編著]『東
アジアにおける食のリスクと安全確保』（農林統
計協会, 2010 年）として公表済みであるが, その
概要は以下の通である. この成果（①～⑭）は, 
対象とする内容に応じて, 以下の３部から構成
される.  

第１部「食品安全の考え方とフードチェーン」
では, 国際的な動向も含めて食品安全の基本
的な考え方とフードチェーン・アプローチについ
て述べる. また, フードシステムと食の安全確保
について, 情報通信技術の役割についても述
べる. ①食品安全の国際的枠組み, 食品安全
確保の考え方と手法, レギュラトリーサイエンス
などをキーワードとして, フードチェーンにおけ
る農業者, 食品製造・流通事業者の食品安全
対策全般について論じている. ②食品のリスク
分析（アナリシス）とフードチェーン・アプローチ
の考え方, 輸入食品の安全監視体制について
具体的な事例を取り上げて論じている. ③次世
代フードシステム, 情報通信技術 ICT, 持続可
能性, 「環食不二」, 食農資環リスク学の視点か
ら, 具体的なシステム開発事例に基いて情報通
信技術 ICT が食の安全確保において果たす役
割について展望している.  

第２部「食のリスクと消費者意識」では, 主に
中国と日本を対象として, 食のリスクと消費者の
安全意識について述べる. ④「リスク認知―購
買行為―支払意思」という食品安全消費経済学
を枠組みとして, 中国を含めて世界の研究動向
を整理し消費者の食品安全リスク認知の研究の
展開方向を展望している. ⑤中国における食品
安全問題や食の安全性やリスクに対する消費者
意識について, 日本との比較も行いながら分析
している（図３）. ⑥日本の生協組合員と都市消
費者を対象として, 米に対する安全・安心要因
と購買意識行動の差異について分析を行って
いる. ⑦日本産大豆の生産・加工・消費の各段
階の安全・品質に対する意識の違いを分析し, 

農業生産と安全確保について論じている.  
 

図３ 食品リスクの発生場所（中国） 
 出典：アンケート調査結果（n=186） 
 
 第３部「日中韓における食の安全確保取り組
みの現状と展望」では, 日本・中国・韓国におけ
る食の安全確保の取り組みの現状と展望につい
て述べる. ⑧日本における適正農業規範 GAP
の現状, 食品安全確保との関連, 農産物流通
構造の変化と GAP の普及の課題について論じ
ている. ⑨日本における食品トレーサビリティの
現状と消費者の認知状況や期待度などを概観
し, その後, 食品トレーサビリティ・システムの導
入の現状, 課題および研究開発の動向につい
て述べている. ⑩中国における適正農業規範
ChinaGAP の推進過程, 導入が進む地域, 品
目を分析すると共に, 規範や認証手順などを概
観し, 普及上の課題について述べる. ⑪中国に
おける豚肉を事例として, 食品トレーサビリティ・
システムの構築・運用状況を概観すると共に, 
消費者の食品トレーサビリティに対する理解程
度や選好について検討する. ⑫中国における
HACCP の研究動向を概観すると共に, 食品加
工企業を対象として HACCP 導入動機の要因分
析を行っている. ⑬韓国における食品安全制度
の現状と発展方向について, その制度の概要と
消費者意識の両面から論じている. ⑭韓国にお
ける食品トレーサビリティ・システムや農業適正
規範 GAP を主な対象として, 農産物安全システ
ムの現状を述べると共に発展方向を論じている.  
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